
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 27,722,473 27,879,712 28,287,536 28,070,344 28,458,752平均値 68.2 69.5 67.5 68.7 68.0平均値 50.2 52.3 54.0 55.1 52.2

29,811,233 29,777,813

平均値 176.9 177.9 197.8 171.0 160.5

78.9 76.2 76.8 77.5 当該値 29,525,89965.7 67.0 68.4 69.6 当該値 79.9

R03 R04

当該値 137.5 142.6 109.4 105.2 81.6 当該値 64.3

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

29,547,871 29,720,420

7.3

2. 老朽化の状況

全体総括

・更なる経営の健全化に努め、「入院医療中心か
　ら地域生活中心」という精神科医療の方向性を
　ふまえ、県内の精神科医療における中核病院と
　しての役割を担いながら、適切な入院診療機能
　の確保とともに、外来患者に対する地域生活支
　援の一層の充実など、多様な医療ニーズに応じ
　たきめ細かなサービスの提供に努めていく。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

84.0 平均値 7.9 8.1 7.9 7.78,761 平均値 87.6 89.7 92.2 91.423,419 平均値平均値 21,418 21,604 22,234 22,875

99.8 98.0 82.1 113.86,191 6,330 6,458 6,511 6,616 当該値

8,518 7,891 8,706 8,691

当該値 17,425 17,806 18,365 19,778 20,161 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・新型コロナウイルス感染症に係る交付金等の影響で、
　経常収支比率は類似病院の平均値を上回っているが、
　今後は、同交付金等が無くなることから、引き続き
　経営の健全化に努める必要がある。
・病床利用率、入院・外来患者1人1日当たり収益が類
　似病院平均値を下回っており、病床管理の適正化等
　により利用率・診療単価の最適化を図る必要がある。
・職員給与費及び材料費対医業収益比率は医業収益の
　低下もあり、類似病院を上回っている。物価の高騰
　を受けて材料費は前年度比で増加しており、費用の
　削減に取り組むとともに、病床利用率・診療単価の
　最適化を図り医業収益を改善する必要がある。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ・有形固定資産減価償却率及び器械備品減価償却
　率は類似病院の平均値より高く、老朽化が進ん
　でいるため、引き続き計画的な更新を行ってい
　く必要がある。
・1床当たり有形固定資産は類似病院の平均値に
　近い数値であるが、引き続き計画的に投資を行
　い、過大な投資とならないよう留意していく必
　要がある。

R04 H30 R01 R02

8.5 9.1 7.7 10.0 9.5113.7 当該値

平均値 72.1 69.8 65.3 63.1 62.3平均値 66.2 64.5 61.9 61.7 61.5平均値 68.4 66.9 64.8 64.1 64.1平均値 100.9 99.7 102.3 103.5 102.5

当該値 78.9 76.0 64.0 54.6 53.8当該値 65.7 66.1 57.3 53.8 53.571.3 83.4 59.9 58.7当該値 97.2 97.8 110.3 126.9 113.5

Ⅰ 地域において担っている役割
・県内の精神科医療における中核病院として、精
　神科救急・急性期医療等の政策的医療や認知症
　治療、アルコール・ギャンブル依存症治療、精
　神科早期介入（早期発見・早期支援・早期治
　療）・早期予防等の専門的医療を提供するとと
　もに、研修医や看護実習生等を積極的に受け入
　れるなど、県内の精神科医療人材の育成にも貢
　献している。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 70.8

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,772,427 20,768 非該当 非該当 １５：１ -

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 4 - - 臨 348 - 348 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 自治体職員 - - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
三重県　こころの医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【66.8】
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②医業収支比率(％)
【86.4】
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①経常収支比率(％)

【103.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.4】
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【49,963,977】
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経営比較分析表（令和4年度決算）
三重県　一志病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 46 36 - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 8 - ド 訓 救 へ - - 82 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 46

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,772,427 6,295 第１種該当 - １０：１ 46

Ⅰ 地域において担っている役割
・総合診療医を中心としたプライマリ・ケアを実
　践するとともに、総合診療医の育成拠点とし
  て、研修医や医学生を受け入れ、県内の医師の
  人材育成にも貢献している。
・過疎・高齢化が進む中、訪問診療・訪問看護等
　の在宅療養支援の充実に取り組んでいる。
・市による地域包括ケアシステムの構築を支援す
　るため、医療・介護・予防等の多職種連携に取
　り組んでいる。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 78.5 84.6 85.2 81.0 77.9当該値 108.6 117.2 119.5 117.0 113.4 当該値 45.7 43.1 42.2 40.5 40.3当該値 72.2 77.1 74.9 72.4 69.3

平均値 77.0 77.1 73.8 75.5 74.6平均値 97.5 97.7 100.7 103.6 101.9 平均値 66.9 66.1 62.3 62.1 60.2平均値 73.2 73.2 69.9 71.6 70.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・経常収支比率は100％を超えており、また、医業収支比率
　も類似病院の平均を上回っており、健全性は確保されて
　いる。
・病床利用率は療養病床が休床しているため、類似病院の
  平均を下回っている。
・入院患者および外来患者1人1日当たり収益は類似病院の
　平均を上回っており、引き続き、健全な経営に努める。
・職員給与費対医業収益比率は類似病院の平均を上回って
　いるため、時間外勤務の適正管理等労働生産性の向上に
　努める必要がある。
・材料費対医業収益比率は類似病院の平均を下回っており、
　引き続き、診療材料等の適正な在庫管理を徹底し、
　費用の低減に努める。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ・有形固定資産減価償却率は類似病院の平均値よ
　り高く、老朽化が進んでいるため、引き続き、
　計画的な更新を行っていく必要がある。
・1床当たり有形固定資産は類似病院の平均を下
　回っている。引き続き、過大な投資とならない
　よう留意していく。

R04 H30 R01 R02

8.9 8.1 8.1 9.3 8.875.9 当該値30,831 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 25,711 26,415 27,227 28,176

83.1 73.7 72.4 74.38,271 8,366 9,300 10,715 10,750 当該値

9,060 9,135 9,509 9,548

当該値 27,879 28,089 28,465 27,219

15.1

2. 老朽化の状況

全体総括

・引き続き、経営の健全化に努め、総合診療医や
　プライマリ・ケアを担う人材の育成に積極的に
　取り組むとともに、訪問診療・訪問看護等の実
　施や医療・介護・予防等の多職種による連携会
　議等の開催など、地域に最適な医療サービスの
　安定的な提供に努めていく。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

75.4 平均値 16.5 16.0 15.7 14.69,992 平均値 71.1 72.0 77.7 75.729,348 平均値

R03 R04

当該値 86.6 67.2 40.9 21.0 2.9 当該値 74.2

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

31,156,535 31,245,256 33,039,378 34,298,232

平均値 117.0 118.8 136.0 131.3 133.6

71.3 73.7 77.8 55.7 当該値 30,845,70974.1 75.2 76.4 73.4 当該値 75.0

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 38,744,035 40,117,620 42,330,999 43,068,047 44,341,948平均値 73.2 73.4 72.5 72.3 72.0平均値 56.1 56.4 56.9 58.3 59.2
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 48,918,364 49,696,718 50,234,873 50,294,422 49,693,831平均値 68.2 69.4 69.9 68.8 69.7平均値 51.9 52.9 54.3 54.9 56.1

34,670,217 35,337,021

平均値 75.9 75.1 83.2 84.6 67.8

80.7 81.6 82.1 82.5 当該値 33,712,61669.4 71.1 72.4 72.5 当該値 79.3

R03 R04

当該値 2.0 1.3 0.0 0.0 0.0 当該値 68.1

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

34,290,577 34,536,259

24.4

2. 老朽化の状況

全体総括

・新型コロナウイルス感染症の５類移行後の患者
　の受診動向を注視しつつ、志摩地域の中核病院
　としての役割を担っていけるよう、常勤医師や
　看護師等の充実、総合診療医と他の専門医の連
　携による幅広い疾患への対応、救急医療体制の
　維持、他の急性期病院等との連携強化など、診
　療機能の維持・充実を図る。
・建物（附属設備を含む）、器械備品の老朽化対
  策については、過大な投資とならないよう留意
  しつつ、必要な改修・更新を計画的に実施して
  いく。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

55.7 平均値 23.6 24.2 24.1 23.917,279 平均値 56.0 56.2 60.8 57.462,697 平均値平均値 52,405 53,523 57,368 59,838

63.7 62.4 68.1 76.811,804 12,101 12,852 13,168 13,326 当該値

14,290 15,111 15,986 16,421

当該値 32,265 31,804 32,551 35,650 36,613 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・経常収支比率は類似病院平均を上回っており、
　100%を超えているが、補助金等の影響によると
　ころが大きい。
・医業収支比率は類似病院平均及び前年実績を下
　回っている。医業収益はR3年度比で改善してい
　るが、物価高騰等に係る光熱水費や施設設備の
　老朽化に伴う修繕費の増加などにより、医業収
　支に係る環境は厳しい状況であるため、引き続
　き改善に向けて努力が必要。
・病床利用率は、新型コロナウイルス感染症の院
　内感染等の影響もあり、前年実績を下回ってい
　る。
・１人１日当たりの収益は、入院・外来とも類似
　病院平均を下回っている。当該病院の特色とし
　て精神科が含まれていることから、類似病院と
　比較して低くなることが想定される。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ・有形固定資産減価償却率及び器械備品減価償却
  率は類似病院平均を上回っており、老朽化が進
　んでいるため、引き続き、計画的な更新を行っ
　ていく必要がある。
・１床当たり有形固定資産は類似病院平均を下
  回っており、引き続き、過大な投資とならない
  よう留意していく。

R04 H30 R01 R02

19.1 17.7 18.5 20.8 21.673.4 当該値

平均値 74.1 74.4 66.5 66.8 66.6平均値 86.7 86.5 81.4 83.7 84.0平均値 89.7 89.3 84.1 86.3 86.6平均値 97.8 97.0 102.4 107.2 104.8

当該値 59.1 57.8 51.4 50.0 49.5当該値 80.6 78.3 70.8 68.2 68.685.6 79.9 71.2 72.2当該値 98.3 98.9 122.5 122.3 114.3

Ⅰ 地域において担っている役割
・志摩地域の中核病院として、三次救急医療機関
  等との連携のもと、二次救急医療や災害医療等
  を担う急性期病院としての役割を担うととも
  に、回復期機能も併せ持つ病院としての役割も
  果たしている。
・さらに、志摩地域の地域包括ケアシステムの構
　築に向けてネットワークづくりを推進してい
　る。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 85.6

- 年度 - 年度 - 年度

- 177

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,772,427 26,325 - 第１種該当 ７：１ 177

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 16 対象 ド 透 I 訓 救 臨 へ 災 地 輪 100 - 336 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 その他 236 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
三重県　志摩病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【66.8】
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③修正医業収支比率(％)
【83.7】
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【86.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.4】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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【49,963,977】
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⑧材料費対医業収益比率(％)

【25.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)

【55.6】
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【17,600】
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